
国有林野 事業の取組

平成23年度

国有林野の管理経営に関する
基本計画の実施状況

重
視
さ
れ
る
機
能
に
応
じ
た

管
理
経
営
の
推
進

　

日
本
の
国
土
の
約
２
割
を
占
め
る
国
有
林
野
は
、
森
林

面
積
の
約
３
割
を
占
め
、
そ
の
多
く
は
奥
地
脊せ
き
り
ょ
う梁
山
地

や
水
源
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
森
林
は
、

国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
、
水
源
涵か
ん

養
な
ど
、
公
益
的
機

能
の
発
揮
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
旨

と
す
る
方
針
の
下
で
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
や
要
請
に

適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
国
有
林
野
を
重
点
的
に
発
揮
さ

せ
る
べ
き
機
能
に
よ
っ
て
区
分
し
、
適
切
か
つ
効
率
的
な

管
理
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
の
68
％
を
占
め
る「
水
土
保
全
林
」の
う
ち
、

「
国
土
保
全
タ
イ
プ
」で
は
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
山
地
災
害

や
、
潮
害
な
ど
の
気
象
災
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
間

伐
な
ど
の
施
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
水
源
か
ん
養
タ
イ

プ
」の
森
林
で
は
、
渇
水
や
洪
水
の
緩
和
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
健
全
な
森
林
を
保
っ
て
い
く
た
め
に
、
１
０
０
年

程
度
の
長
い
周
期
で
の
施
業
や
、
育
成
複
層
林
施
業
、
針

広
混
交
林
化
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
水
源
涵か
ん

養
機
能
な
ど
の
維
持

増
進
を
図
る
た
め
、
針
広
混
交
モ
デ
ル
林
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
林
で
は
こ
れ
ま
で
行
っ
た
調
査
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
針
広
混
交
林
へ
誘
導
す
る
た
め
の
具

体
的
な
施
業
方
法
に
つ
い
て
検
討
・
決
定
し
、
今
後
の
森

林
管
理
に
活
か
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
写
真
１

　

国
有
林
野
の
29
％
を
占
め
る「
森
林
と
人
と
の
共
生
林 

」

の
う
ち
、「
自
然
維
持
タ
イ
プ
」の
森
林
で
は
、
特
に
原
生

的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る

な
ど
、
特
別
な
保
全
・
管
理
が
必
要
な
森
林
を
対
象
に
、

「
保
護
林
」の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。「
森
林
空
間
利
用
タ

イ
プ
」の
森
林
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
森
林
浴
や
野
外

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
を

体
験
し
て
い
た
だ
く「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」な
ど
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
は
も
と
よ
り
、
世
界
文
化
遺
産

周
辺
の
森
林
景
観
を
保
全
す
る
た
め
の
施
業
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
の
４
％
を
占
め
る「
資
源
の
循
環
利
用
林
」

は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
必
要
な
木
材
を
安
定
的
か

つ
効
率
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
森
林
で
す
。

多
様
で
良
質
な
木
材
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
供
給

し
て
い
け
る
よ
う
、
木
材
の
生
産
目
標
に
応
じ
て
、
更
新
、

保
育
や
間
伐
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
木
材
生
産

の
基
盤
と
な
る
路
網
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

路
網
の
整
備

　

路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
形
に
沿
っ
た
路
網
線

形
に
す
る
こ
と
で
切
土
・
盛
土
な
ど
の
土
工
量
や
構
造
物

の
設
置
数
を
減
少
さ
せ
る
ほ
か
、
現
地
で
発
生
す
る
木
材

や
土
石
を
土
木
資
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

縮
減
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
に
つ
い

て
は
、
率
先
し
て
現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
民
有

林
へ
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
丈
夫
で
簡
易
な
使
い
や
す

い
道
づ
く
り
の
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

球く
ま
が
わ

磨
川
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
や
林
業
事
業

体
な
ど
の
関
係
者
を
集
め
た
検
討
会
を
開
催
し
、
作
業
を

使
い
や
す
い
路
網
作
り
を
学
ぶ
た
め
の
現
地
検
討
会

（
熊
本
県
人ひ

と
よ
し
し

吉
市
）

1
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

２

針
広
混
交
モ
デ
ル
林

（
徳
島
県
三み

よ
し
し

好
市
）

１

３

　国有林野事業では、国有林野の管理経営の基本方針を明らかにするた
め、あらかじめ国民の皆さんの意見を聴いた上で、「国有林野の管理経営
に関する基本計画」を策定し、これに基づいて管理経営を行っています。
　また、毎年、前年度における管理経営基本計画の実施状況を公表して
おり、このたび、平成23年度の実施状況を公表しました。
　管理経営基本計画の３年目にあたる平成23年度も「国民の森林」を実現
していくための取組を推進しました。
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効
率
的
に
行
う
た
め
の
路
網
線
形
に
つ
い
て
話
し
合
う
な

ど
し
ま
し
た
。
写
真
２

治
山
事
業
の
実
施

　

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
治
山
事
業
に
よ
り
荒
廃
地
の
復
旧
整
備
や
保
安
林
の

整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
９
月
に
発

生
し
た
台
風
第
12
号
に
よ
る
山
地
災
害
発
生
時
に
は
、
治

山
技
術
を
有
す
る
職
員
な
ど
を
現
地
に
派
遣
し
、
災
害
復

旧
計
画
作
成
に
向
け
た
調
査
に
協
力
す
る
な
ど
、
迅
速
か

つ
円
滑
な
災
害
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
写
真
３

民
有
林
と
の
連
携
に
よ
る

森
林
・
林
業
の
活
性
化

　

地
方
公
共
団
体
や
民
有
林
所
有
者
な
ど
と
森
林
管
理

署
が
協
定
を
締
結
し
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
森

林
整
備
を
よ
り
効
率
的
に
行
う「
森
林
共
同
施
業
団
地
」の

設
定
を
推
進
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
末
現
在
、
全
国
に

１
０
４
箇
所
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

台風により被災した箇所の現地調査
（奈良県五

ごじょうし

條市）

３

　平成23年３月に発生したマグニチュード9.0の巨大地震は、
東北地方を中心に未曾有の被害をもたらしました。関係森林管
理局では、震災によって被害を受けた国有林の復旧はもとより、
地域の復興支援に取り組みました。
  東北森林管理局では、仮設住宅の土台用杭丸太原木や被災し
た養殖用筏を作成するための丸太などを供給、中部森林管理局
では、放射性物質の影響により供給不足となったきのこ原木を
供給しました。また、関東森林管理局では、東京電力福島第一
原子力発電所事故に係る規制地域の除染モデル実証事業におい
て、内閣府が設置する除染に伴い除去された土壌などの仮置場
用地として国有林を提供しました。
　このほか、津波で防潮堤が流失したことによる波浪及び高潮な
どに対する浸水被害を軽減するため、海岸線などに大型土のうを
設置する復旧対策工事を実施するなど、被災地のニーズに応じ

た復旧・復興支援に取り組みました。 写真a  写真b  写真c

復
旧
復
興除染に伴い除去された土壌などの

仮置場の造成（福島県伊
だ て ぐ ん

達郡川
かわまたまち

俣町）

漁家の皆さんが養殖用筏を組み立てる様子
（岩手県陸

りくぜん

前高
た か た し

田市）

被災した養殖用筏を作成するための丸太の供給
（岩手県気

けせんぐん

仙郡住
すみたちょう

田町）

a

b

c

トピックス

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

林野 2012.1015



　

開
か
れ
た「
国
民
の
森も

り林
」と
し
て
の
管
理
経
営
や
国
民

視
点
に
立
っ
た
行
政
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
双
方
向
の

情
報
受
発
信
に
よ
る
対
話
型
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
」を
開

催
し
、
国
有
林
に
お
け
る
間
伐
事
業
や
熊
本
県
の
合
板
工

場
の
視
察
を
行
い
、
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
森
林
・
林
業

の
理
解
の
促
進
に
努
め
ま
し
た
。
写
真
４

　

ま
た
、
各
森
林
管
理
局
で
は
住
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

を
進
め
る
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年
度
に
新
た
な
地
域
管

理
経
営
計
画
な
ど
を
樹
立
す
る
地
域
に
お
い
て
住
民
の
皆

さ
ん
な
ど
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
す
る
機
会

と
な
る
懇
談
会
を
実
施
し
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
計
画
に

反
映
し
ま
し
た
。
写
真
５

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
京
都
議
定
書
に
お
け

る
我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
６
％
の
う
ち
、

１
３
０
０
万
炭
素
ト
ン（
基
準
年
排
出
量
比
3.8
％
）を
森
林
に

よ
る
吸
収
量
で
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
国
有
林
野
事
業

に
お
い
て
も「
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
」な
ど
を
踏
ま

え
、
多
様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
・
保
全
や
木
材
利
用
、
国

民
参
加
の
森
林
づ
く
り
な
ど
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
は
、
約
11
・
5
万
ha
の
間
伐
を
実
施
し

ま
し
た
。
写
真
７

森
林
環
境
教
育
の
推
進

　

森
林
環
境
教
育
の
実
践
の
場
と
し
て
国
有
林
野
を
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル
ド

の
提
供
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
学
校
な
ど
と
森
林
管
理
署
な
ど
と

が
協
定
を
結
び
、
国
有
林
の
豊
か
な
森
林
環
境
を
子
ど
も

た
ち
に
提
供
し
、
様
々
な
自
然
体
験
や
自
然
学
習
を
進
め

て
い
た
だ
く「
遊ゆ
う
ゆ
う々

の
森
」の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

檜ひ
や
ま山
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
の
小
学
校
と「
遊ゆ

う
ゆ
う々

の

森
」の
協
定
を
締
結
し
、
子
供
た
ち
の
多
様
な
体
験
活
動

の
場
と
し
て
、
国
有
林
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
写
真
６

森
林
整
備
・
保
全
へ
の
国
民
参
加

　

自
ら
森
林
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
い
う
国
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
国
有
林
野
を
森
林
づ
く
り

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
提
供
す
る「
ふ
れ
あ
い
の
森
」な
ど

の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
は
、
延
べ
約

１
万
３
千
人
の
方
に「
ふ
れ
あ
い
の
森
」で
の
森
林
づ
く
り

活
動
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
遊ゆ
う
ゆ
う々

の
森
」で
森
林
環
境
教
育
を
受
け
る

地
元
小
学
校
児
童
の
皆
さ
ん

（
北
海
道
檜ひ

や
ま
ぐ
ん

山
郡
江え
さ
し
ち
ょ
う

差
町
）

地域管理経営計画の策定に向けた
地元住民の皆さんなどとの懇談会

（愛知県北
きたしたらぐん

設楽郡設
したらちょう

楽町）

2
双
方
向
の
情
報
受
発
信
を
基
本
と
す
る
対
話
型
の
取
組

3
森
林
環
境
教
育
や
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
の
推
進

4
新
た
な
政
策
課
題
へ
の
率
先
し
た
取
組

６

国有林モニターによる合板工場の視察
（熊本県水

みなまたし

俣市）

４

５
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木
材
な
ど
の
林
産
物
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
保
全

な
ど
に
も
十
分
な
配
慮
を
行
い
な
が
ら
、
持
続
的
・
計
画

的
な
供
給
に
努
め
ま
し
た
。
販
売
に
当
た
っ
て
は
、
国
産

材
需
要
拡
大
や
加
工
・
流
通
の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
集

成
材
・
合
板
工
場
や
製
材
工
場
と
の
協
定
を
締
結
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
国
有
林
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る「
シ
ス

テ
ム
販
売
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

伐
採
、
造
林
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
民
間
委
託
化
す
る
な
ど
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め

ま
し
た
。

　

収
支
改
善
努
力
の
結
果
、
前
年
度
に
引
き
続
き
新
規
借

入
金
を
ゼ
ロ
と
し
、
収
入
が
支
出
を
23
億
円
上
回
り
ま
し

た
。
ま
た
、
借
入
金
を
21
億
円
返
済
し
ま
し
た
。

生
物
多
様
性
の
保
全

　

国
有
林
野
は
、
原
生
的
な
天
然
林
か
ら
人
工
林
、
湿
原

な
ど
多
種
多
様
な
植
生
を
有
す
る
と
と
も
に
、
希
少
種
を

含
む
様
々
な
生
物
の
生
息
・
生
育
場
所
で
あ
り
、「
種
や
遺

伝
子
の
保
管
庫
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
保
護
林
」や「
緑
の
回
廊
」の
積
極
的
な
設

定
、
適
切
な
森
林
施
業
の
実
施
に
よ
る
林
分
構
造
の
多

様
性
の
確
保
な
ど
、
適
切
な
計
画
や
整
備
、
保
全
管
理

活
動
、
的
確
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
そ
の
結
果
に
応
じ
た
計

画
な
ど
の
柔
軟
な
見
直
し（
順
応
的
な
管
理
経
営
）を
通
じ

て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
的
な
利
用
の
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
写
真
８

　

宮
崎
森
林
管
理
署
で
は
、
宮
崎
県
綾
川
流
域
に
残
さ
れ

た
日
本
最
大
級
の
原
生
的
な
照
葉
樹
林
の
保
護
と
復
元
を

目
指
し
て
、
関
係
機
関
と
協
働
し「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
10
月
、
日

本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
は
、「
綾
地
域
」を
自
然
と
人
間

社
会
の
共
生
を
目
的
と
し
た「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」に

登
録
す
る
た
め
の
推
薦
書
を
提
出
し
、
平
成
24
年
７
月
に

登
録
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
適
切
な
森
林
の
保
全
管
理
を
推
進
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
写
真
９

鳥
獣
被
害
の
防
除

　

近
年
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
植
生
へ
の
食
害
や
樹
木
の
剥

皮
等
、
鳥
獣
に
よ
る
森
林
・
林
業
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

る
た
め
、
個
体
数
管
理
、
被
害
箇
所
の
回
復
措
置
、
防
護

柵
の
設
置
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
環
境
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林
業
や

自
然
植
生
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係

自
治
体
や
地
元
関
係
者
な
ど
と
連
携
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被

害
の
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
は

囲
い
わ
な
、
箱
わ
な
に
よ
る
捕
獲
を
開
始
し
た
ほ
か
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
移
動
経
路
な
ど
効
果
的
な
捕
獲
に
必
要
な
デ
ー

タ
な
ど
の
収
集
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
写
真
10

簡
易
に
設
置
が
可
能
な
シ
カ
捕
獲
用
の
箱
わ
な

（
高
知
県
安あ
き
ぐ
ん

芸
郡
北き
た
が
わ
む
ら

川
村
）

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」に
登
録
さ
れ
た

綾
地
域
の
原
生
的
な
照
葉
樹
林

（
宮
崎
県
東ひ

が
し
も
ろ
か
た
ぐ
ん

諸
県
郡
綾あ
や
ち
ょ
う
町
）

木
曽
駒
ヶ
岳
で
の
植
生
復
元
作
業

（
長
野
県
上か

み
い
な
ぐ
ん

伊
那
郡
宮み
や
だ
む
ら

田
村
）

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
健
全
な

森
林
整
備
の
推
進（
岡
山
県
新に

い
み
し

見
市
）

6
効
率
的
な
事
業
の
実
施

5
林
産
物
の
持
続
的
か
つ
計
画
的
な
供
給

10

９

８

７

林野 2012.1017


